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1.は じめ に

近年 北海 道 で は,ニ ホ ン ジカ(0θrvusnipρon,以 下 シカ)の 分布 拡 大及 び

個体 数増 加 に よ って,自 然 生態 系 へ の悪影 響 が深 刻化 して い る(梶 ら2006).

ま た,生 態 系へ の影 響 だ けで は な く,農 作 物被 害,自 動車 や列 車 との接 触 事故

とい っ た,人 間 生活 に も被害 を及 ぼ してお り,大 き な軋 礫 を生み だ して い る(北

海 道2015).そ う した シカの保 護 管理 を行 う上 で,個 体数 の管理,被 害 の防 除

な どの対策 が推 進 され て い るが,特 に,野 生鳥 獣 の特性 を把握 し,捕 獲 を効 率

的 に行 うことが重 要で あ る 、

野 生鳥 獣 の捕獲 には様 々 な方 式 が あ り,日 本 では く く りわなや 箱 わ な等 の わ

な猟 も一般 的だ が,欧 米 で は動 物福 祉 の観 点 か ら適 切 に使 用す れ ば捕 獲 個 体 に

苦痛 を与 え る可能性 の低 い ライ フル 銃 の使用 が原則 とな って い る.そ の際 に,

ハイ シー トや ブ ライ ン ドとい う,狙 撃 をす る際 に ,安 定 した射 撃 姿勢 を確 保 し

た り,身 を隠 した りす るた めの補 助道 具 が存 在 してい る.ハ イ シー トとは,シ

カ を待 ち伏 せ して狙 墾す るた めのや ぐ らの総 称 で あ り,ベ ンチや 狙 撃 を安 定 さ

せ る依 託用 の支 えが付 属 した作 りの もの で あ る.ハ イ シー トを用 い る利 点 と し

て は,1)動 かず に待 ち伏 せ をす る こ とに よ り,捕 獲 の 対象 か ら発 見 され に く

くな る点,2)高 所 に位 置 す るた め,バ ックス トップの確 保 が容 易 とな り,安

全 に捕 獲 を行 うこ とが で き る点,3)視 野 が広 が るた め,地 上 に比 べて 広 い範
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囲 を狙 うこ とが で き る点 な どが あ る.ハ イ シー トは,イ ギ リスや ドイ ツ,ス ウ

ェーデ ン とい っ た欧米 では一般 的 に利 用 され お り,一 般 狩猟 か ら管 理捕 獲 に い

た るまで広 く利 用 され て い る(宇 野2011).し か し,日 本 にお いて は あ ま り知

られ て お らず,捕 獲 に利 用 され る こ とが ほ とん ど無 い.

国は平 成25年 度 に全 国 の シカの個 体数 を10年 後 まで に半減 させ る方針 を掲

げて い るが(URL:https:〃www.env.go.jp/chojuleffort9/kyouka.pdf:2017年1

月1日 版),従 来 まで の捕 獲方 法 を無計 画 に実施,継 続す る こ とに よ り,シ カ の

警戒 心 を上 昇 させ,捕 獲 効率 の低 下 を招 い て しま う可 能性 が あ る.こ の た め,

新 た に捕 獲 手法 を導入 す るこ とが,持 続 的 な捕 獲 を推進 させ てい く上 で重 要 に

な って い く.そ こで本 研 究 で は,日 本 の シカ捕 獲 に適 した ハイ シー一トを開発 し,

その安 全 性 と効 率性 の検 討 を行 うこ とを 目的 と した.
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2.調 査 地

今 回の調 査 は,北 海 道 北東 部 に位 置 して い る,オ ホー ツク総 合振 興 局 内紋別

郡 西興 部村 を選 定 した(図1).西 興 部村 は,面 積 が30,812haで,約90%が 森

林 とな って い る.地 形 は平 坦 な土 地 が少 な く,興 部川,藻 興 部川 に沿 って 牧草

地 を主体 とした農 地 が あ るの み とな ってお り,多 くが 丘 陵性 の 山地 地形 とな っ

て い る(続 西興 部村 史編 纂委員 会2008),

西興 部村 は,北 海道 に あ る管 理型 猟 区 のひ とつ で あ り,エ ゾシカ を狩 猟資 源

と して適正 に保 っ 管理 方 法 をすす めて い る(北 海 道2015).猟 期 の時期 以 外 に

も有 害駆 除 を行 うこ とで,一 定 の条件 の も とで 記録 を取 る こ とが 可能 とな る と

考 えた.

カ メラ トラ ップ調 査 に用 い たカ メ ラは牧 草 地 との林 縁 部へ,牧 草 地 の 中心 が

撮影 され るよ うに設 置 した.ハ イ シー トの設置 場 所 もカ メラ と同様 に,牧 草地

との林縁 部 へ設 置 した.
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3.調 査方 法

3-1.カ メ ラ トラ ップ調査

2016年6月3日 か ら12月25日 の期 間,エ ゾ シカ の出現 状況 を把握 す るた

め,カ メ ラ トラ ップ調 査 を行 った.セ ンサ ー カ メ ラは6か 所 に1台 ず つ設 置 し,

それ ぞ れP171か らP176と した(図2～8).6か 所 は,そ れ ぞれ が牧 草地 とな

っ てお り,エ ゾシカが 牧 草 をエサ として 出現 す る と想 定 し,ハ イ シー トを設 置

す る こ とが 可能 と考 え られ る場 所 を選 定 した.撮 影 したカ メ ラデ ー タを も とに

出現頻 度 を算 出 した.撮 影頻 度 は,カ メラデ ー タに写 ってい た シ カ個 体数 を撮

影 日数 で割 る こ とで 算 出 した.撮 影 日数 は,24時 間連続 して カ メ ラが作 動 した

日のみ を1日 として カ ウン トし,24時 間 に足 りて いな か った場 合 は,除 外 した,

セ ンサー カ メ ラはLTL-Acorn社 製 のLTL-5210Aを 使 用.設 定 は解 像 度5MP,

セ ンサ ー レベ ル はNORMAL,タ イ ム ラプ ス機 能 を用 いて10分 ご とに1枚 撮影

す る設 定 と し,撮 影 を行 った.

3-2.ハ イ シー トのデザ イ ン

ハ イ シー トは,未 来 のア グ リ株 式 会社(旧 北原 電 牧株 式 会社)が 製 作 した も

の を使 用 した.ハ イ シー トは図15の よ うな,梯 子 と2っ の座 席 を組 み合 わせ た

もので,地 上 か ら座 席 まで の高 さは2.8mと な り,使 用す る際 は樹 木 に 立て掛 け
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て設 置 した.座 席 に は狙撃 をす る際 の依 託 用 のバ ー と肘 置 きが付 属 して い た,

ハ イ シー トは2脚 使 用 し,ハ イ シー トA ,ハ イ シー トBと した.

今 回 は,牧 草 地へ 出没 した シカ を狙 うこ とを想 定 した た め,牧 草地 との林 縁

部 分 とな る場 所 に あ る樹 木 を利用 し,牧 草地 が 見 え る方 向 を正 面 に して設 置 し

た,

3-3.ハ イ シー ト設 置 箇所 か らの 目視 観 察

セ ンサ ー カ メ ラのデ ー タ よ り,2016年7月 まで に 出現頻 度 の も っ とも高い2

地 点 にハイ シー トを設置 し,2016年10月29日 か ら11月2日,同 年11月10

日か ら18日 の期 間に,ハ イ シー トへ搭 乗 した状 態 で2回(10月29日 か ら11

月2日,11月15日 か ら18日),ハ イ シー ト直 下 で待機 す る状 態 で1回(11月

10日 か ら11月13日)の 目視 観 察 を行 い,出 現 状 況 の変 化 を観 察 した.目 視 観

察 は,日 中の11時 か ら13時 まで と,日 の 入 り時刻 前 の2時 間 にわ た って観 察

した.1回 の観 察 は4日 間連 続 で行 い,待 機 状態 を変更 す る際 は1日 以上 の 中

日を設 け,直 前 の調 査 の影 響 を減 らす よ うに した.ま た,待 機 す る際 には,エ

ゾ シカへ の影 響 を最 小減 にす るた めに,観 察 開始 時 間 の30分 前 か ら待機 した.

目視 観 察 の際 に は,天 候,風 速,出 現 した個体 数,出 現 した時刻,出 現 した

個 体 まで の距 離,50m程 度 の 距離 に 出現 した個 体 がい た か,出 現 した個 体 が警
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戒 音 や 首上 げ行 動 に よる警 戒行 動 を行 っ た回数 を記 録 した.天 候 と風 速 は気 象

庁 の基 準 と記 録 を利用 し,個 体 ま での距 離 はNikon社 製 の携 帯型 レー ザー 距 離

計cooLs且oT40iを 利 用 して計 測 した.

3-4.捕 獲 調 査

2016年12.月25日,26日 にP171の ハ イ シ ー トAに て 捕 獲 調 査 を 行 っ た.

25日 は14時30分 か ら15時30分 ま で の1時 間,26日 は8時55分 か ら11時

00分 ま で 行 っ た.捕 獲 を 行 うに 当 た り,積 雪 に よ り牧 草 を採 餌 す る機 会 が 減 少

す る と考 え られ た た め,捕 獲 調 査 を 行 っ た 地 点 に て,2016年11月11,13,16,

18,23,27,12114,21,25日 に 餌 付 け を行 っ た.餌 付 け に 使 用 した 飼 料 は,

圧 片 トウモ ロ コ シ と ビー トパ ル プ を使 用 し た.

一6一



4.結 果

4-1.カ メ ラ トラ ップ調査

カ メ ラ トラ ップ調 査 に よって撮影 され た写 真 の枚数 は,P171が28203枚,

P172が25418枚,P173が24148枚,P174が33421枚,P175が11121枚,

P176が31324枚 となっ た.出 現 頻度 は,図9～15の よ うにな っ た.6月 の 出

現 頻度 はP174が 最 も高 く,次 い でP171が 高か っ た.こ の結果 を受 けて,P171

をハ イ シー トA,P174を ハ イ シー トBと した.図16の 対 照 区 では,出 現 頭数

に違 いが 見 られ るが,時 間帯 は全 体 を通 して大 き く違 い は見 られ なか った.ま

た,図17の ハイ シー トAとBで は,ど ち らも4時 か ら19時 まで に出 現 して

い るの が見 られ た.Bで は特 に7時 か ら8時,14時 か ら18時 まで に多 く出現

して い るの が見 られ た.ハ イ シー トAを 設 置 前,設 置後,目 視 観察 調 査 の3つ

の 区分 に分 け,表1と 図18と な った.ハ イ シー トA設 置 前後 で は撮影 頻 度 の

減少 な どの変化 は見 られ な か った が,目 視観 察 調査 時 に は,設 置 前後 と比 べて

大 き く撮 影頻 度 が減 少 してい るのが 見 られ た.3つ の 区分 に分 けた もの を,1時

間 ご とに分 けて 出現頭 数 を見 た ところ,図19と な った.ハ イ シー トAの 設 置

前 後 では 出現1時間が,正 午付 近 か ら早 朝や 夕方へ と変化 してい た が,目 視 観察

時 に は,正 午付 近 へ と出現 時 間が戻 って いた.次 に,ハ イ シー トAを 月別 の 出

現 頭数 で見 た とき,図20～24と な った.10月 の デー タは撮影 が され てお らず,
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デ ー タが なか った た め作成 で きなか った.グ ラフか ら,全 て の月 で出現 が 見 ら

れ たが,8月 以 降 か らは 出現 が少 なか っ た.同 様 に,ハ イ シー トBを 月別 の 出

現頭 数 で表 し,図25～28と な った.ハ イ シー トAと 同 じく全 て の月 で 出現 が

見 られ たが,9月 以 降 か らは 出現 が少 な くな った.

4-2.ハ イ シー ト設置 箇 所 か らの 目視観 察

ハイ シー トか らの 目視 観察 の結 果 につ い て は,図30と33で 無人 の期 間,図

31で ハ イ シー ト直下 に待機 した期 間,図32で ハ イ シー トの」二で待 機 した期 間

を示 した.ま た,個 体 数,警 戒行 動,狙 撃 回数 の記 録 は表2の よ うに な った.全

体 を通 して 出現 は してい るが,無 人 時 は有 人の 時 に比べ,多 く出現 して い た.

ハ イ シー トの上 で待 機 した状 態 とハ イ シー ト直 下で待 機 した状 態 を比較 した時

に,出 現 個体 数 に大 きな差 は 見 られ なか っ たが,警 戒 行 動 の 回数 で は,直 下 で

待機 した 時が 大 き くな っ てい た.ま た,狙 撃可 能 と考 え られ た回数 で は,上 で

待機 した 状態 で のみ確 認 で き た.

正 午 と 日没 前で 比較 した 時 は,日 没 前の 出現 個 体数 が正 午 に比べ 高 か った.

警戒行 動 の回数 で は,正 午 と 日没 前 で は あま り差 は なか っ たが,1頭 当た りの

警 戒行 動 の回数 で は,正 午 の方 が 多 い結果 とな った.そ して狙 撃可 能 回数 で は,

日没 前 で のみ記 録 され た.
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4・3.i捕 獲 調 査

P171の ハ イ シ ー トに て 待 機 し,実 際 に捕 獲 調 査 を 行 っ た.12月25日 は14

時30分 か ら15時30分 の1時 間,26日 は8時55分 か ら11時00分 の 約2時

間待 機 した が,シ カ の 出 没 が な く,と も に 捕 獲 す る こ とは で き な か っ た.
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5.考 察

出現 頻 度 の違 い がハ イ シー トの設 置前 後 で大 き く変 化 が見 られ なか っ た こ と

か ら,無 人 のハイ シー トに対 して は,シ カ が警戒 す る こ とは ない とい うこ とが

示唆 され た.一 方,有 人 のハ イ シー トで は 出現 が減 少 して い たた め,有 人 の 時

に も出現 を減少 させ ない 工夫 が必 要 で ある と考 え られ,姿 を隠す ブ ライ ン ド等

が有 効 に な るので は ない か と考 え られ た.

目視 観 察 の結果 か ら,警 戒 行 動 の回数 がハ イ シー トの 上で待 機 した状 態 と,

ハ イ シー トの直 下 で待 機 した状 態 で大 き く差 があ り,上 で待機 す る状 態 は直 下

で待 機 す る状態 に比べ て,シ カ が警戒 しに くい と考 え られ た.ま た,出 現 個 体

の狙 撃 可能 回数 がハ イ シー ト上 で待機 した 状態 の時 に のみ記 録 され た こ とか ら,

ハ イ シー ト上で の待機 は狙 撃機 会 を作 りだす 可能 性 が示 唆 され た .

11月 よ りシカ の出現 数 が減 少 して い るの が見 られ た が,こ れ は積 雪深 が 高 く

な ってい っ た影 響 が あ るの で はな いか と考 え られ た(図34).積 雪 に よって シ

カ の 出現 は減少 して い くが,給 餌 を行 うこ とに よっ て あ る程度 出没 を維持 させ

る ことがで きた.

シカ は一般 的 に 夕方 か ら明 け方 にか けて,開 け た環境 を利 用 しやす い こ とか

ら,牧 草 地 にお いて ハイ シー トを利 用す る隙 に は,日 没 よ りも数 時間 前 か ら待

機 を始 め るこ とで,か く乱 を最 小 限 にす る こ とが で き る と予 想 され る.

・10・



エ ゾシカ の 出現頻度 が,ハ イ シー ト設 置 後 は正午 付 近 か らず れ 込 んで い った

の は,今 回使用 したハ イ シー ト(図35)が 金 属製 で あ った た め,正 午前 後 はハ

イ シー トが光 を反 射 して しまい,シ カ を警 戒 させ た 可能性 が あ るか も しれ な い.

・11・



6.要 約(Abstract)

ToshootSikadeereffectivelyisimportantfbrpromotingthedeer

management.Ibuilttwohighseatsbesidespasturesandsetfoursitesas

controlinNishiokoppe,Hokkaido.Icarriedoutcameratrapsurveybetween

June3andDecember25in2016anddirectobservationon/underahighseat

tomonitordeeroccurrencebetweenOctober29andNovember18.Ashooter

andaspotterwaitedonahighseattoshootdeeronDecember25and26but

nodeerwereobserved.Deeraappearancewassimilarbeforeandafterbuild

thehighseatbutdecreasedwhenapersononthehighseat.Thenumberof

timesofdeerwaningwithapersonunderthehighseatwasmorethanthat

withpersononahighseat.Therewa.snochancetoshootdeerwithperson

underthehighseat.Toprovideamethodfbrsafeandeffectivelyshooting

Sikadeeronahighseatcanbesustainable。
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表2.目 視観察記録結果

ハ イシ ー ト ハイシー ト直

上 下 正 午 日没 前

出現 個体数5739

警戒行 動回数8191512

警戒行動 回数!個 俸 数0.42.751.3

狙撃i可能 回数2002
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